
平
成
24
年
度
「
四
国
一
斉
！
法

務
局
休
日
相
談
所
（
徳
島
地
方

法
務
局
）」
の
開
設
に
つ
い
て 

12
月
定
例
教
育
委
員
会
開
催

の
日
程
に
つ
い
て 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
牟
岐
か
ら

の
お
知
ら
せ 

放
送
大
学
４
月
生
募
集
の

お
知
ら
せ 

消
防
防
災
課
よ
り
お
知
ら
せ 

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す 

最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た 

12広報みなみ 

   

日
時
　
平
成
24
年
12
月
21
日
�
　

午
前
９
時
30
分
〜 

場
所
　
日
和
佐
公
民
館
３
階
会
議
室 

   

■
美
波
町
消
防
団
員
の
震
災
時
の
活

動
に
つ
い
て 

　
美
波
町
消
防
団
で
は
、
こ
の
度
、

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て

250
人
以
上
の
消
防
団
員
が
死
亡
、

行
方
不
明
と
な
っ
た
こ
と
を
教
訓
に
、

地
震
・
津
波
時
の
消
防
団
員
の
活
動

対
応
に
つ
い
て
定
め
た
、
美
波
町
消

防
団
震
災
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
ま
し
た
。 

　
す
べ
て
の
消
防
団
員
が
「
自
分
の

命
、
家
族
の
命
を
守
る
」
こ
と
を
最

優
先
し
、
大
津
波
警
報
発
令
の
場
合

は
住
民
に
呼
び
か
け
、
共
に
避
難
す

る
こ
と
と
し
、 

①
津
波
警
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
、

津
波
に
よ
る
浸
水
が
予
測
さ
れ
る

地
域
で
は
、
一
切
の
消
防
活
動
を

行
わ
な
い
。 

②
二
次
災
害
の
防
止
の
た
め
、
大
津

波
警
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
は
、

避
難
先
で
待
機
さ
せ
る
こ
と
を
原

則
と
す
る
。 

な
ど
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
住
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
、

さ
ら
な
る
災
害
へ
の
備
え
、
啓
発
を

お
願
い
し
ま
す
。（
な
お
、
詳
細
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
美
波
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。） 

 

■
徳
島
県
津
波
浸
水
想
定
の
公
表
に

つ
い
て 

　
８
月
29
日
に
国
が
公
表
し
た
「
南

海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
」
の
震
源
モ

デ
ル
を
も
と
に
、
徳
島
県
管
理
河
川

や
最
新
の
地
形
デ
ー
タ
等
を
加
え
た
、

徳
島
県
の
最
終
的
な
「
津
波
浸
水
想

定
」
が
10
月
31
日
に
公
表
さ
れ
ま

し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
徳
島
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

徳
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://anshin.pref.tokushim
a.jp 

/docs/2012103000076/ 

お
問
い
合
せ
先
　
役
場
消
防
防
災
課

☎
77
│
３
６
１
９ 

   

○
工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４
人

以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対

象
に
12
月
31
日
時
点
で
実
施
し

ま
す
。 

○
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お

け
る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
の
重

要
な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く

報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査

で
す
。 

○
調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
、
国
及
び
地
域
行

政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。 

○
調
査
票
に
御
記
入
い
た
だ
い
た
内

容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外（
税

の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

○
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
御
理
解

い
た
だ
き
、
御
回
答
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

お
問
い
合
せ
先
　
役
場
総
務
企
画
課

☎
77
│
３
６
１
１ 

       

■
平
成
23
年
10
月
か
ら
「
求
職
者

支
援
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
雇
用
保
険
に
加
入
で
き
な
か
っ
た

方
や
雇
用
保
険
の
給
付
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
方
、
学
卒
未
就
職
者
等
の

方
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

○
求
職
者
支
援
訓
練
等
が
無
料
で
受

講
で
き
ま
す
。（
テ
キ
ス
ト
代
等

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
） 

○
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

 

■
雇
用
促
進
税
制
の
適
用
を
受
け
る

た
め
に
は
「
雇
用
促
進
計
画
」
の

提
出
が
必
要
で
す
。 

　
事
業
年
度
開
始
後
２
ヶ
月
以
内
に

「
雇
用
促
進
計
画
」
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
提
出
し
、
そ
の
事
業
年
度
終
了

後
２
ヶ
月
以
内
に
そ
の
達
成
状
況
に

つ
い
て
労
働
局
の
確
認
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

※
雇
用
促
進
税
制
と
は 

　
前
年
よ
り
従
業
員
を
一
定
以
上
増

や
す
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
た
事
業

主
が
、
法
人
税
（
ま
た
は
所
得
税
）

の
税
額
控
除
の
適
用
が
受
け
ら
れ
る

制
度
で
す
。 

お
問
い
合
せ
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
牟

岐
（
牟
岐
公
共
職
業
安
定
所
） 

☎
０
８
８
４
│
72
│
１
１
０
３ 

FAX
０
８
８
４
│
72
│
２
７
６
１ 

   

■
徳
島
県
最
低
賃
金 

　
　
　
　
　
時
間
額
　
６
５
４
円 

（
平
成
24
年
10
月
19
日
か
ら
） 

 

■
徳
島
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金 

○
造
作
材
・
合
板
・
建
築
用
組
立
材

料
製
造
業 

　
　
　
　
　
時
間
額
　
７
８
０
円 

（
平
成
24
年
12
月
21
日
か
ら
） 

○
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機
械

器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製
造
業 

　
　
　
　
　
時
間
額
　
８
０
７
円 

（
平
成
24
年
12
月
21
日
か
ら
） 

○
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信

機
械
器
具
製
造
業 

　
　
　
　
　
時
間
額
　
７
６
６
円 

（
平
成
24
年
12
月
21
日
か
ら
） 

お
問
い
合
せ
先
　
徳
島
労
働
局
賃
金

室
　
☎
０
８
８
│
６
５
２
│
９
１
６
５ 

    

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
25
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業

を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。 

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。 

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。 

出
願
期
間
　
２
月
28
日
ま
で 

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
左
記
ま
で
ご
請
求
く

だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

お
問
い
合
せ
先
　
放
送
大
学
徳
島
学

習
セ
ン
タ
ー
　
☎
０
８
８
│
６
０
２

│
０
１
５
１ 

     

　
こ
の
た
び
、
徳
島
地
方
法
務
局
で

は
、
平
日
に
法
務
局
を
利
用
で
き
な

い
方
へ
の
相
談
の
場
の
提
供
や
、
よ


